





愛知県立大学非常勤講師 黒 野 敦 子

















































































































㻌 性別㻌 国籍㻌 日本語のレベル㻌 来日年月日㻌
留学生㻭㻌 男㻌 韓国㻌 上級㻌 㻞㻜㻝㻠年 㻝㻜月 㻝日㻌
留学生㻮㻌 男㻌 韓国㻌 中級～中上級㻌 㻞㻜㻝㻡年 㻠月 㻝日㻌
留学生㻯㻌 女㻌 韓国㻌 上級㻌 㻞㻜㻝㻠年 㻝㻜月 㻝日㻌
留学生㻰㻌 女㻌 韓国㻌 上級㻌 㻞㻜㻝㻡年 㻠月 㻝日㻌
留学生㻱㻌 女㻌 中国㻌 上級㻌 㻞㻜㻝㻡年 㻠月 㻝日㻌
留学生㻲㻌 女㻌 中国㻌 上級㻌 㻞㻜㻝㻡年 㻠月 㻝日㻌
留学生㻳㻌 女㻌 台湾㻌 上級㻌 㻞㻜㻝㻡年 㻠月 㻝日㻌
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３㻌 ６月 㻝㻞日（金）㻌 発表内容の検討：母国の何を紹介するか、発表媒体の検討㻌
４㻌 ６月 㻝㻢日（火）㻌 発表の構成の検討、発表媒体づくり開始㻌
５㻌 ６月 㻞㻟日（火）㻌 発表媒体づくり㻌
６㻌 ６月 㻞㻢日（金）㻌 発表媒体づくり㻌
７㻌 ６月 㻟㻜日（火）㻌 発表媒体づくり㻌
８㻌 ７月３日（金）㻌 発表原稿の作成㻌
９㻌 ７月７日（火）㻌 リハーサル㻌
㻝㻜㻌 ７月 㻝㻜日（金）㻌 最終リハーサル㻌
㻝㻝㻌 ７月 㻝㻠日（火）㻌 小学校にて発表（本番）、ふりかえり（宿題）㻌


































































































































































































































































































㻌 日時㻌 時間㻌 場所㻌
韓国男子ペア㻌 㻞㻜㻝㻡年 㻤月 㻟日㻌 約 㻡㻣分㻌 愛知県立大学内の教室㻌
韓国女子ペア㻌 㻞㻜㻝㻡年 㻤月 㻡日㻌 約 㻡㻟分㻌 国際留学生会館５㻌
中国ペア㻌 㻞㻜㻝㻡年 㻤月 㻡日㻌 約 㻠㻡分㻌 国際留学生会館㻌
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（１）日時㻌 ：㻞㻜㻝㻡年 㻤月 㻞㻝日㻌午前９時〜９時 㻡㻜分㻌
（２）場所㻌 ：小学校の校長室㻌
（３）インタビュア 㻌ー ：黒野敦子・苅谷太佳子㻌
（４）インタビュー対象者㻌 ：６年生の学級担任４名㻌
㻌
学級担任からは、「異文化を持つ人との交流は貴重な体験だった」「外国と日本の違いがわかってよ
かった」「子供たちがおもしろがっていたことが表情からうかがえた」「韓国の発表の後は、民族衣装に
関心をもっていた」「遊びで子どもたちをひきつけていた」「日本語が上手」など、好意的な意見があっ
た一方で、発表の内容や形式については以下のような指摘があった。㻌
㻌
＜発表の内容について＞㻌
・２学期の「国際理解」の導入にならないかなと思って、留学生が母国について紹介するという話を
受けたが、導入にはならなかった。㻌
・大学のレポートみたいな発表だと思った。留学生の目標は達成できたかもしれないが、小学校側
の目標に照らし合わせてみた場合、どうだろうと思った。㻌
・外国について、子供たちがもっと知りたい、もっと質問がしたくなる、もっと調べていきたくなる、という
気持ちを盛り上げてもらえたらと思っていたが、その目的が達成されたかどうかは疑問が残る。㻌
・１学期の「社会」で、韓国・中国から伝来された文化や物資について勉強し、韓国や中国が日本の
ルーツだということに触れていた。「韓国や中国に教えてもらって、今の日本がある」ということに触れ
てきているので、その辺のことをもう少し触れてほしかった。中国・韓国と日本の関係に踏み込んで
いけるような質問が出る発表を期待した。㻌
＜発表の形式について＞㻌
・「子供が参加できるようなもの」を入れてもらえたらよかったと思う。子供が動いて喋ることによって、
子供の気持ちを動かすことができたのではないか。大学生が一方的に話すタイプの発表では、子
供たちはなかなか積極的に参加できない。㻌
㻌
㻌以上が小学校側の今回の活動に対するコメントである。このような指摘がなされた理由として、１）小学
校の「総合」授業の具体的な内容を、担当教員である筆者らが十分に把握していなかったこと、２）その
結果、留学生による母国の紹介活動を「総合」の授業のなかに適切に位置づけられず、「国際理解」の
導入にならなかったこと、が考えられる。小学校を訪問するまえに、教頭とは打ち合わせをしたが、６年
生の学級担任と活動内容について話し合わなかったため、うまく連携ができなかったと思われる。㻌
㻌
８．おわりに㻌
本プロジェクトは、大学外のコミュニティと留学生をつなぐことを目指した。ここでは、大学外のコミュニ
ティを小学校及び小学生と考えた。「６．考察」より、小学生と留学生を「つなぐ」ことができたとはいえな
いかもしれないが、つながる契機を提供できたとはいえよう。㻌
㻌留学生は小学校での母国紹介に高い達成感を感じていた。「伝えたいことを伝えることができた／伝
わったことを実感できた」と感じており、彼らの伝える母国は小学生に理解され、受け入れられたと考え
られる。㻌
102
だが一方で、留学生は自分の伝えたいことを伝えることができたが、小学生が留学生に自身のことを
語る時間はほとんどなかった。発表以外にも掃除や昼休みの時間を小学生と共にし、学校見学を体験
することで、留学生は日本の小学生についてある程度知る機会を得、そこに楽しさも感じていた。しか
し、それは「つなぐ」ではなく「小学校を知る」にとどまるものであった可能性も否定できない。学級担任
のコメントにもあったが、小学生も参加できるような双方向の活動を行うことで、お互いをより深く知り、
「つなぐ」に結び付けることができたのではないかと考える。そのためにも、活動に関わる関係者同士が、
活動目的や内容について共有しておくことの大切さを改めて感じた。今後の課題とするところである。㻌
㻌
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